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Ⅰ. はじめに
　世界的にいじめが大きな社会問題となったの
は 1980 年代前半あたりからで、現在では各国で
様々ないじめ防止プログラムが実施されている。
世界的に普及している主なものとしては、ルール
や規則を重視し全校的にシステマティックに取り
組まれる「オルウェ－ズいじめ防止プログラム」

（以下 OBPP）、Social-Emotional Learning（以下
SEL）をベースに、暴力防止を目的とした教育プ
ログラムである「セカンドステップ」、話し合い
や対話によって個々人やクラス全体の関係性を改
善する取り組みで、当初は司法の分野で発展し、
現在は世界各地の教育現場で広まりつつある「修
復的対話」などがある。いじめ対策制度について、
米国では 2004 年より反いじめ国家キャンペーン
を展開し、2013 年現在ではモンタナ州以外すべ
ての州で「いじめ防止法」が制定されている（The 
US Department of Health and Human Services, 
2013）。その中身は、いじめの定義の明確化やそ
の禁止、いじめ対策の徹底と責任等が明文化され
ており、学校にはいじめ防止計画の作成やいじめ
への具体的対応の実施が法的に求められている。
そのためアメリカ国内では数多くのプログラムが
開発・実施されている。イギリスにおいても、学
校長にいじめ防止プログラムの作成義務があり、
主に予防教育に主眼をおいたプログラムが行われ
ている（飯野 ,  2012）。

Ⅱ. 国内のいじめ対策の現状
　日本では、世界でもいち早くいじめが社会問題
化し、先進的にいじめ研究がなされてはきた。い

じめの構造や要因などの内容研究（森田 , 1985）
や、国際動向研究（森田 ,  1998 ; 土屋・スミス・
添田・折出 , 2005）、展望研究（松尾 , 2002 ; 戸
田ら , 2013）などが報告されている。対策研究
については、中澤（2001）や竹内（2010）の「ピ
ア・サポート」、岡安・高山（2004）の「ピー
ス・パックプログラム」、安藤（2012）「いじめ
の心理教育実践研究」等の報告がなされてはい
るが、質的・量的に研究課題は多く、2001 年か
ら 2013 年までの国内のいじめ研究をレビューし
た下田（2014）は、「効果測定の客観性も含め発
展途上の段階」であることを指摘しており、国内
では体系的ないじめ防止プログラム研究は殆どな
されていない（松尾 , 2002 ; 飯野 , 2012；北川・
小塩・股村・佐々木・東郷 ,　2013）とされる。
また、世界の 50 種類以上のいじめ防止プログラ
ム、44 件のいじめ防止に関する評価研究を統合
分析した、Farrington &Ttofi（2009）の「メタア
ナリシス」論文にも、日本の評価研究は取り上げ
られていない。2013 年には国内で初となるいじ
め関連法「いじめ防止対策推進法」が施行され、
いじめ担当組織の設置と職員の配置、調査・報告
の実施、警察との連携、懲戒・出席停止処分の検
討、重大事態への対応等が明記されたが、これら
は役割や責任の明確化という点では評価できるも
のの、事後的な対応が主で、具体的な予防の取り
組みについては殆ど触れられていない。現在の日
本では、いじめ対策は基本的に各学校や地域で講
じること（文部科学省 , 2013）とされ、具体的
な取り組みについては、それぞれの学校に任され
ているのが現状（北川ら ,　2013）である。
　2008 年よりスクールソーシャルワーカー（以
下 SSWer）制度が日本でも導入され、いじめケー
スへの対応やいじめに関する教職員へのコンサル
テーション機能が期待されている（文部科学省
2008）が、SSWer のいじめ防止対策の検討は、

こども
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山下（2010）の修復的対話の応用研究以外殆ど
見られず、SSWer のいじめ対策は事後的なアフ
ターケアに留まっているのが現状と思われる。

Ⅲ. 各国のいじめ防止対策・
　　プログラムの分析
　SSWer のいじめ防止対策を検討するにあたり、
各国のいじめ防止プログラムやいじめ防止に関す
る報告書等を把握し分析した。重点的に分析した
文献は以下の通り。（尚、以下の報告は筆者の修
士論文を引用し、一部追加・修正）
　１）オルウェーズいじめ防止プログラム（OBPP）
　International Bullying Prevention Association

（以下国際いじめ防止協会）があげているベスト
プラクティスプログラム。ノルウェーの心理学者
ダン・オルウェーズ博士が開発。2012 年現在、
米国 47 の州 8000 の学校、世界 12 か国で実践。
プログラム実施校はいじめが平均 20 ～ 70％減
少することが報告（Oweus & Limber,  2007）さ
れている。原本から分析。
　２）セカンドステップ、Step to respect 
　　　　　　　　　　　　　　　 program（STR）
　国際いじめ防止協会があげているベストプラ
クティスプログラム。NPO 法人 Committee for 
Children( 以下 CFC) が開発。セカンドステップは
米国の約４割の学校、世界 70 ヶ国の約 900 万
人の子供にリーチ。国内では品川区立小学校（全
37 校）をはじめ、全国の保育園・児童養護施設・
児童相談所など約 320 の施設で導入。これまで
に約 23,000 人の子供にリーチ。STR はいじめ防
止に特化したプログラムで、米国にてランダム
化比較試験が行われ、いじめ防止の効果が確認
(Brown, Low, & Smith,　2011) されている。両プ
ログラムとも原本から分析。
　３）Limber,P.S., Snyder,M. のいじめ防止のベス
　トプラクティス
OBPP や米国保健省、国際いじめ防止協会などで
引用されているいじめ防止に関する報告書。
　４）Farrington,D.P., Ttofi,M.M. のメタアナリシス
　世界の 53 種類のプログラムの 40 以上のいじ

め防止に関する評価研究を統合分析（メタアナリ
シス）した 2009 年（2011 年追加報告）の米国
の論文。その報告の中で約10のいじめ防止のキー
エレメントをあげている。
　５）米国保健省のキーエレメント
　いじめ統計データや対策の情報提供をそのホー
ムページで行っている。その情報量は他の関連省
庁（米国教育省・司法省）よりも充実している。
　６）Committee for Children のキーエレメント
　CFC が開発したセカンドステップは、2001 年
に米国教育省より 100 以上ある教育プログラム
の中から最優秀賞に選ばれている。CFC は子ども
の暴力防止プログラムを中心に、いじめや虐待防
止のプログラム開発も行っている。いじめ対処の
キーエレメントを述べている。      
　７）CASEL（Collaborative for Academic, Social,
　and Emotional Learning ）のいじめ防止のスト
　ラテジー
　世界の SEL プログラムの EBP 性について評価
研究しているイリノイ大学の研究機関（NPO 法
人）。2011 年に 213 の SEL プログラムの効果に
関するメタアナリシスを実施。いじめ防止のスト
ラテジーを報告。
　以上は重要なプログラム・報告とおもわれたの
で、ニュアンスから逸れないよう、原文から分析
した。
　各プログラム・報告書からいじめ防止に関する
キーエレメントを抽出し一覧にした。更にそれら
をカテゴリー分析した結果、6 つのキーエレメン
ト（SEL、いじめ規範・ルール、いじめ教育、スー
パービジョン、エコロジカルアプローチ、システ
ムカ）に分類できた。
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　子どもの暴力行為やいじめなどの諸問に対応す
る具体的な方策として、近年教育界で注目されて
いるのが『社会性と情動の学習 :Social-Emotional 
learning 』と呼ばれる教育アプローチである。特
定の SEL 理論があるわけでなく、数多くの心理・
教育プログラムの総称（小泉令三 , 2008) であ
る。SEL は多くの EBP が報告 (Durlak ら , 2011）
されていて、SEL プログラム実施校は非実施校と
比較し社会性や学業成績が高いことが科学的に確
認されている。いじめ防止の効果も確認されてお
り、米国ではいじめ防止に関するランダム化比較
試験（Brown, Low, & Smith, 2011) が行われてい
る。各国のいじめ防止プログラムを概観すると、
その多くで SEL の要素（共感性を高めるレッス
ンや、感情のコントロール、いじめに遭遇した時
の具体的対応の学習、など）が確認できる。「SEL」
の高いエビデンス性や多くのプログラムで「SEL」
の要素が採用されていることなどから、これから

のいじめ防止対策やプログラムは「SEL」が働き
かけの中心となるであろう

Ⅳ. スクールソーシャルワーカーのいじめ防止
　　　　　　　　　　　　　   対策の取り組み
　米保健省（2014）は「いじめの影響はたいへ
ん深刻で、健康や精神衛生、学習に影響し、いじ
めを受けた子どもはいじめを受けていない子ども
と比べて、うつ病、自傷、自殺念慮、自殺未遂に
陥りやすい」としている。いじめは命に係わる極
めて重大な問題である。この様な状況下で、スクー
ルカウンセリンラーやスクールソーシャルワー
カーのいじめ対策への期待が高まっており（松尾 , 
2002； 文科省 , 2008）、相談・助言や心のケア、
他機関・家庭との連携、環境風土改善への取り組
み、などが求められている。SSWer らの支援に
ついて、いじめは長期間に及ぶトラウマや、いじ
め自殺など侵襲性が大変高い。人の人生や命に係

表１　いじめ防止のキーエレメント一覧

表２　いじめ防止の６つのキーエレメント
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わる大きな問題であるため、心のケアや個の尊重、
パートナーシップ（寄り添い・伴走）といった支
援機能が重要となる。
　またワーカーらのいじめ予防活動の検討に関し
て、松本・柳生（2014）は、ドイツの小学校に
おけるいじめ防止プログラムついて現地調査を行
い、ソーシャルワーカーがモビング（いじめ）の
仲裁、調停、解決の役割を担っており、ワーカー
が中心となって生徒に社会性や学校生活上の問題
解決能力「ソーシャルスキル」を高めるための授
業を実施していることを報告した。カナダのトロ
ント市においても、スクールソーシャルワーカー
がいじめ防止プログラムを実施していることが
報告 ( 文部科学省 , 2006) されている。また、い
じめ対策としてだけではなく生活問題の予防支
援として、アメリカ・イリノイ州では SSWer が
SEL プログラムを実施（山野・徳永 , 2009：馬
場 , 2011）していたり、国内でも SSWer がソー
シャル・スキル・トレーニングとして、感情表出
などの練習を行っている地域があることが（山野 ,　
2015）報告されている。社会性の向上を目的と
したソーシャルスキルの習得を、個と社会（環境）
との関係性の適正化を目指すソーシャルワーカー
が担うことは、機能と役割の一致という点で整合
性があり、今までのソーシャルワーカーのいじめ
対策は、いじめ発生後の事後的支援が中心であっ
たが、これらの報告からワーカーらの具体的な予
防活動や対応策が示され、ソーシャルワーカーの
新たな実践モデルの一つになりうるものとも考え
られる。
　更に、いじめ対策における環境へのアプローチ
に関して、いじめは環境風土に大きく影響され生
まれる (Swearer & Espelage,  2011) とされるた
め、学校・家庭・地域の環境改善のといった長期
的な視点に立った取り組みについても、ソーシャ
ルアクション機能（社会環境への働きかけ）を持
つソーシャルワーカーには求められてくると思わ
れる。
　今後の SSWer のいじめ対策には、予防と対応
の両面でのアプローチが必要となるであろう。

Ⅴ. まとめ
　各国のいじめ防止プログラムを概観すると、働
きかけは「ソーシャル・エモーショナルラーニン
グ」が中心となっており、プロセスについても手
順が確立化（システム化）されつつある。近年の
いじめ対策は、当事者だけへの働きかけから、学
校・家庭・地域も含めた全校的取り組み（エコロ
ジカルアプローチ）へのシフトや、諸科学やメゾッ
トの統合化などの傾向がみてとれ、今後のいじめ
対策は、働きかけの対象とその特性が包括的なア
プローチが必要と思われる。プログラムの実践者
については、子どものソーシャルスキル習得の必
要性やいじめ防止におけるエコロジカルアプロー
チの高まりから、SSWer が中心となっていじめ
に取り組むようになるであろう。SSWer のいじ
め防止対策を検討する上では、先述したいじめ防
止の６つのキーエレメントを更に精査し、その取
り組みにどのように活かしていくかの検討が必要
になると思われる。
　今後の学校のいじめ防止対策は、SSWer が重
要な役割を担うことになるであろう。
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